
袋の重さが勇
気の証

(大石田保育園初めての買い物体験・２月２６日㈭・カクイチ商店）(大石田保育園初めての買い物体験・２月２６日㈭・カクイチ商店）
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令和8年度

施政施政
要旨要旨

　
令
和
７
年
国
勢
調
査
の
速
報
で
は
、
令

和
２
年
調
査
と
比
べ
人
口
が
約
１
千
人
減

少
し
、
出
生
見
込
み
も
１２
人
と
厳
し
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。
人
口
減
少
と
少
子
化
を

最
大
の
喫
緊
の
課
題
と
捉
え
、移
住
定
住
、

子
育
て
支
援
、
少
子
化
対
策
に
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
本
年
１
月
下
旬
の
大
雪
で
は
、
１３
年
ぶ

り
に
災
害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
、
落
雪
事

故
や
建
物
倒
壊
な
ど
多
く
の
被
害
が
発
生

し
ま
し
た
。
毎
年
の
降
雪
を
災
害
と
捉
え
、

除
雪
対
策
の
強
化
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
最
上
川
を
抱
え
る
当
町
で
は
水

害
へ
の
備
え
も
重
要
で
あ
り
、
国
・
県
・

市
町
村
が
連
携
す
る
「
最
上
川
中
流
・
上

流
緊
急
治
水
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
よ

り
堤
防
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
令
和
８
年
度
の
県
予
算
は
７
千
億
円
台

と
な
り
、
生
活
経
済
対
策
や
安
全
・
安
心

な
地
域
づ
く
り
を
重
点
に
編
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
後
も
県
と
連
携
し
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
と
地
域
経
済
の
活

性
化
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

納
税
対
策
事
業

○�

地
方
税
共
通
納
税
シ
ス
テ
ム
、
そ
の
他
ス

マ
ホ
収
納
等
に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
の
拡
充
を
図
り
、
口
座
振
替
、
コ
ン
ビ

は

じ

め

に

各
分
野
の
施
策
概
要

ニ
収
納
と
併
せ
納
税
環
境
の
向
上
に
努
め
、

さ
ら
に
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用
し
た

申
告
の
推
進
等
、
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

地
域
活
性
化
事
業

　

○�

移
住
定
住
促
進
で
は
、
近
隣
自
治
体
の
動

向
を
踏
ま
え
、補
助
上
限
額
を
引
き
上
げ
、

移
住
・
定
住
を
検
討
さ
れ
る
方
々
に
と
っ

て
、
よ
り
魅
力
あ
る
支
援
制
度
と
な
る
よ

う
整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。�

〇�

除
雪
支
援
事
業
を
継
続
し
、
N
P
O
法

人
と
の
協
働
事
業
と
し
て
、
き
め
細
か
な

雪
対
策
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

〇�

空
き
家
の
利
活
用
や
大
石
田
焼
の
普
及
を

進
め
る
た
め
新
た
な
地
域
お
こ
し
協
力
隊

員
の
採
用
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
化
推
進
事
業

○�

令
和
８
年
度
か
ら
氏
名
の
振
り
仮
名
記
載

が
始
ま
り
、
住
民
税
の
ス
マ
ホ
申
告
や
各

税
の
電
子
通
知
に
向
け
た
改
修
な
ど
、
行

政
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
一
層
加
速
す
る
中
で

新
た
に「
Ｄ
Ｘ
推
進
グ
ル
ー
プ
」を
新
設
し
、

Ｄ
Ｘ
推
進
体
制
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

保
健
・
福
祉
関
係
事
業

○�

県
内
初
の
取
り
組
み
と
し
て
、
妊
婦
に
必

要
な
栄
養
素
が
含
ま
れ
た
ジ
ェ
ラ
ー
ト
を

無
料
で
提
供
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
１
か
月

児
健
康
診
査
費
用
の
全
額
助
成
や
産
後
２

週
間
、
産
後
１
か
月
の
産
婦
に
対
す
る
健
　

康
診
査
費
用
の
助
成
な
ど
を
行
い
ま
す
。
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〇�

子
育
て
支
援
で
は
、
令
和
８
年
度
か
ら
全

国
で
始
ま
る「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」

に
合
わ
せ
、
第
３
期
大
石
田
町
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
子
育

て
・
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
効
果
的
に
提
供
し

て
ま
い
り
ま
す
。

〇�

保
健
事
業
で
は
、
歯
の
生
え
か
わ
り
期
の

問
題
を
早
期
発
見
す
る
た
め
、
小
学
３
・

４
年
生
を
対
象
に
パ
ノ
ラ
マ
X
線
検
査

の
費
用
助
成
を
開
始
し
、
子
ど
も
の
口
腔

の
健
康
と
保
護
者
負
担
の
軽
減
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
高
齢
者
の
基
礎
体
力
向
上
と

骨
格
系
疾
患
の
予
防
の
た
め
の
健
康
講
座

を
開
催
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
運
動
機
能

関
係
の
専
門
職
を
派
遣
す
る
事
業
を
行
い

ま
す
。

〇�

介
護
保
険
事
業
で
は
、
医
療
・
介
護
・
予

防
・
住
ま
い
・
生
活
支
援
が
一
体
的
に
提

供
さ
れ
る「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」の

さ
ら
な
る
深
化
、
推
進
を
求
め
た
総
合
的

な
高
齢
者
施
策
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

農
林
業
振
興
事
業

〇�

少
子
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
、
物
価
高
騰

で
農
業
経
営
が
厳
し
さ
を
増
す
中
、
新
規

就
農
者
支
援
の
拡
充
や
親
元
就
農
支
援
に

取
り
組
み
ま
す
。

○�

全
国
的
に
ク
マ
被
害
が
最
多
と
な
り
、
町

内
で
も
５０
件
超
の
目
撃
情
報
が
あ
り
ま
し
た
。

町
猟
友
会
へ
の
支
援
の
拡
充
や
、
不
用
果

樹
伐
採
及
び
緩
衝
地
帯
整
備
に
対
す
る
支

援
な
ど
鳥
獣
被
害
防
止
に
努
め
ま
す
。

商
工
業
振
興
事
業

○�

町
内
商
工
業
事
業
者
の
経
営
基
盤
強
化
を
図

る
た
め
、
町
商
工
会
と
連
携
を
図
り
な
が
ら

商
工
業
の
活
性
化
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

○�

地
域
経
済
の
活
性
化
や
雇
用
機
会
の
創
出
を

図
る
た
め
、各
種
補
助
金
等
の
拡
充
を
行
い
、

中
小
企
業
者
等
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

○�

１8
年
目
と
な
る
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行

事
業
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
お

お
い
し
だ
エ
ー
ル
券
発
行
事
業
」
に
つ
い

て
は
、
物
価
高
騰
対
策
と
し
て
令
和
８
年

２
月
か
ら
使
用
で
き
る
よ
う
令
和
７
年
度

補
正
予
算
で
対
応
し
て
お
り
ま
す
。

観
光
物
産
振
興
事
業

○�「
そ
ば
の
里
」と
し
て「
新
そ
ば
ま
つ
り
」を

は
じ
め
と
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、「
大

石
田
そ
ば
街
道
振
興
会
」
や
関
係
機
関
と

連
携
し
て
観
光
振
興
と
地
域
活
性
化
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

〇�

地
域
未
来
交
付
金
を
活
用
し
、
コ
ワ
ー
キ

ン
グ
施
設
と
し
て
整
備
中
の
ク
ロ
ス
カ
ル

チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
桂
桜
会
館
」
へ
の

W
i
-F
i
機
器
設
置
な
ど
を
行
い
、
施

設
の
利
便
性
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

生
活
環
境
保
全
事
業

○�

町
衛
生
組
織
連
合
会
と
連
携
し
、
資
源
回

収
に
取
り
組
み
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
実
現
に
向

け
た
取
り
組
み
も
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、「
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
お
お
い
し
だ
」

の
活
動
も
引
き
続
き
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

○�

猫
の
避
妊
手
術
や
去
勢
手
術
費
用
へ
の
補

助
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

建
設
関
係
事
業

○�

町
民
に
最
も
身
近
な
交
通
イ
ン
フ
ラ
で
あ

る
町
道
に
つ
い
て
、
交
付
金
を
活
用
し
、

歩
道
や
街
路
樹
を
含
め
た
計
画
的
な
整
備

と
維
持
管
理
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

○�

道
路
除
雪
は
、
自
助
、
共
助
、
公
助
の
方

針
に
基
づ
き
、
町
民
、
地
域
、
町
の
三
者

が
、
歩
調
を
合
わ
せ
課
題
解
決
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

○�

鷹
巣
地
内
の
流
雪
溝
整
備
を
、
引
き
続
き

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
老
朽
化
し
た
揚

水
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
、
計
画
的
に
更
新
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

最
上
川
緊
急
治
水
対
策
事
業

○�

町
で
は
、
移
転
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
方
々

を
支
援
す
る
た
め
、
代
替
地
登
録
制
度
や

宅
地
整
備
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、

令
和
８
年
度
は
、
大
石
田
地
区
宅
地
整
備

や
横
山
地
区
宅
地
整
備
箇
所
へ
の
流
雪
溝

導
水
管
工
事
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、

事
業
に
関
わ
る
周
辺
地
域
の
活
性
化
を
図

る
た
め
、「
か
わ
ま
ち
づ
く
り
事
業
」の
具

体
的
な
計
画
策
定
に
向
け
た
取
り
組
み
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。�

住
宅
イ
ン
フ
ラ
事
業

〇�「
公
営
住
宅
長
寿
命
化
計
画
」に
基
づ
き
、

計
画
的
な
改
修
を
図
る
た
め
、
庚
申
町
ア

パ
ー
ト
の
改
修
工
事
な
ど
を
実
施
し
、
引

き
続
き
、
住
環
境
の
確
保
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
に
つ
い

て
も
、
寒
さ
、
断
熱
化
対
策
に
つ
い
て
、

支
援
を
拡
充
し
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
事
業

○�

資
機
材
の
運
用
訓
練
を
実
施
し
、
災
害
時

の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
見
直
し
な
が
ら
、
防

災
・
減
災
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

〇�

機
能
別
消
防
団
員
の
確
保
や
準
中
型
免
許

取
得
支
援
を
行
い
、
若
年
層
の
加
入
促
進

と
組
織
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

〇�

関
係
機
関
と
連
携
し
、
交
通
安
全
普
及
啓

発
活
動
を
強
化
し
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者

の
免
許
証
自
主
返
納
者
に
対
す
る
タ
ク
シ
ー

券
交
付
事
業
も
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

〇�「
レ
イ
ン
ボ
ー
作
戦
」
を
通
じ
て
、
防
犯
意

識
の
向
上
を
図
り
、「
元
気
な
あ
い
さ
つ
で

あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」を
目
指
し
ま
す
。

教
育
文
化
振
興
事
業

○�

児
童
生
徒
の
学
力
向
上
を
支
援
す
る
た
め
、

公
営
塾
を
開
設
し
、
希
望
者
に
対
し
、
無

償
で
開
催
し
ま
す
。

○�

統
合
小
学
校
の
整
備
で
は
、
令
和
９
年
４
月

に
向
け
て
開
校
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

〇�

部
活
動
の
地
域
移
行
で
は
、
令
和
８
年
度

か
ら
休
日
の
部
活
動
を
行
わ
ず
地
域
展
開

す
る
に
あ
た
り
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
事
業
と

し
て
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

○�

給
食
費
の
完
全
無
償
化
に
つ
い
て
も
同
様

に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

○�

最
上
川
ふ
れ
あ
い
マ
ラ
ソ
ン
を
町
主
催
と

し
、
よ
り
多
く
の
参
加
者
に
喜
ば
れ
る
大

会
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

〇�

交
流
セ
ン
タ
ー「
虹
の
プ
ラ
ザ
」を
拠
点
に
、

質
の
高
い
芸
術
に
触
れ
る
機
会
を
充
実
さ
せ
、

「
町
民
一
人
１
芸
術
文
化
活
動
」を
促
進
し
、

地
域
の
活
性
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
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　今年度の予算編成におきましては、地域・町民・行政が力を合わせ『子どもたちの笑顔あ
ふれる未来づくり』を実現するため、行財政改革に取り組むとともに、ふるさと納税事業の
推進や財源確保に努め、事業の取捨選択、経常的経費の節減を図りながら、子どもたちの習
い事や新規就農への取り組みなど、新たにチャレンジする方を支援し、行政のデジタル化や
町独自の地方創生事業の推進など、行政サービスのさらなる充実のために、諸改革を遂行し
ていくこととしています。

一般会計歳入
81億5,500万円

町　税町　税
５億4,189万円５億4,189万円
(６.６％）(６.６％）

地方交付税地方交付税
２２億６,400万円２２億６,400万円
(２7.8％）(２7.8％）

国・県支出金国・県支出金
14億1,６01万円14億1,６01万円
(17.4％）(17.4％）

繰入金繰入金
1２億9,999万円1２億9,999万円
(1５.9％）(1５.9％）

町　債町　債
17億8,２６0万円17億8,２６0万円
(２1.9％）(２1.9％）

その他収入その他収入
8億５,0５1万円8億５,0５1万円
(10.4％）(10.4％）

歳入

一般会計当初予算の内訳

歳入における前年との比較

区　分 上段：増減額（増減率）
下段：前年度予算額

町　税 1,840万円 （3．5％）
5億 2,349万円

地　方
交付税

5,900万円 （2．7％）
22億 500万円

国・県
支出金

2億 7,608万円 （24．2％）
11億 3,993万円

繰入金 3億 3,286万円 （34．4％）
9億 6,713万円

町　債 1億 5,650万円 （9．6％）
16億 2,610万円

その他
収　入

2億 1,216万円 （33．2％）
6億 3,835万円

一般会計当初予算

令和８年度当初予算概要令和８年度当初予算概要

81億 5,500万円
特別会計当初予算

17億 9,736万円

（前年度比 +10億5，500万円 ＋14.9％）

（前年度比 +2，616万円 +1.5％）

次世代に虹をかける
「子どもたちの笑顔あふれる未来づくり」へ

公営企業会計当初予算

2億 1,833万円
（前年度比 +8，157万円 +59.7％※支出ベース）

会　計 予算額 増減率

簡易水道
事業

収益的収入と支出
（営業するための収益と費用）

収入 ２０,4２6 千円 84.３％
支出 ２０,4２6 千円 84.３％

資本的収入と支出
（施設整備などの資本と費用）

収入 9,9２4 千円 4２7.6％
支出 １１,０4３ 千円 １8２.０％

農業集落
排水事業

収益的収入と支出
（営業するための収益と費用）

収入 94,５74 千円 ３.３％
支出 94,５74 千円 ３.３％

資本的収入と支出
（施設整備などの資本と費用）

収入 7２,５３５ 千円 １49.３％
支出 9２,２8２ 千円 ２０５.３％
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令和7年度　大石田町当初予算

地方交付税：�全国どの自治体でも一定の行政
サービスが提供できるように、
国が財政状況に応じて配分する
お金。

国・県支出金：�国や県が使い道を決めて支出す
る補助金、交付金や負担金など
のこと。

繰　入　金：�積み立てていた基金などから予
算に繰り入れるお金。

町　　　債：町が銀行などから借りるお金。
その他収入：�町の土地などを利用したときの

使用料のほか、諸収入や寄附金
など。

公　債　費：�過去に町が借りたお金（町債）
を返すための費用。一般会計
歳出の円グラフ「借金の返済に」
の項目。

用　語　解　説

歳出

特別会計当初予算
区　分 予算額 増減率

特
別
会
計

国民健康保険 ７億 4，9００ 万円 ０.５％

介護保険 8億 9，6３6 万円 ▲ ０.4％

後期高齢者医療 １億 ５，２００ 万円 ２０.4％

計 17 億 9，7３6万円 1.5％

一般会計歳出
81億5,500万円

議会の運営に議会の運営に
7,６２9万円(0.9％）7,６２9万円(0.9％）

行政の運営に行政の運営に
17億9,18５万円17億9,18５万円
(２２.0％）(２２.0％）

福祉に福祉に
1２億２,５08万円1２億２,５08万円
(1５.0％）(1５.0％）

農林業の振興に農林業の振興に
２億9,811万円(3.7％）２億9,811万円(3.7％）

商工業の振興に商工業の振興に
５,888万円(0.7％）５,888万円(0.7％）

道路・住宅・除雪に道路・住宅・除雪に
６億4,133万円６億4,133万円
(7.9％）(7.9％）

安全な町に安全な町に
２億8,５６６万円２億8,５６６万円
(3.５％）(3.５％）

学校・生涯学習学校・生涯学習
・スポーツに・スポーツに
２６億２,787万円２６億２,787万円
(3２.２％）(3２.２％）

借金の返済に借金の返済に
６億3,787万円６億3,787万円
(7.8％）(7.8％）

その他その他
1,814万円(0.２％）1,814万円(0.２％）

健康づくり・健康づくり・
きれいな町にきれいな町に
4億9,39２万円4億9,39２万円
(６.1％）(６.1％）

歳出における前年との比較
区　分 上段：増減額（増減率）

下段：前年度予算額

議会の運営に 658 万円（9.4％）
6,971 万円

行政の運営に 4億 1,513 万円（30.2％）
13 億 7,672 万円

福祉に 30 万円（0.0％）
12 億 2,478 万円

健康づくり・
きれいな町に

7,233 万円（17.2％）
4億 2,159 万円

農林業の
振興に

3,678 万円（14．1％）
２億 6,133 万円

商工業の
振興に

1,366 万円（30.2％）
4,522 万円

道路・住宅・
除雪に

▲ 4億 3,839 万円（▲ 40.6％）
10 億 7,972 万円

安全な町に 1,498 万円 （5．5％ ）
2 億 7,068 万円

学校・生涯学習・
スポーツに

9 億 3,606 万円 （55．3％ ）
16 億 9,181 万円

借金の返済に ▲ 125 万円（▲ 0．2％ ）
6 億 3,912 万円

その他 ▲ 118 万円 （▲ 6．1％ ）
1,932 万円

性質別にみる一般会計の歳出
人件費：職員の給与など
　１１ 億 9,533万円（前年比 9．8％）
扶助費：障がい者支援や医療費助成など
　5億 4,640万円（前年比▲ 3．4％）
公債費：過去の借入金の返済にかかる費用
　６億 3,788万円（前年比▲ ０．２％）　　
行政運営費：事業実施の事務経費や施設管理費用など
　２7 億 ５,914万円（前年比 ２１. 8％）　　
普通建設事業費：施設や道路などの整備にかかる費用
　２4 億 8,707万円（前年比 ２０．6％）　　
繰出金：一般会計から特別会計等に支出する費用
　5億 ２,919万円（前年比 １０．7％）

公営企業会計当初予算
会　計 予算額 増減率

簡易水道
事業

収益的収入と支出
（営業するための収益と費用）

収入 ２０,4２6 千円 84.３％
支出 ２０,4２6 千円 84.３％

資本的収入と支出
（施設整備などの資本と費用）

収入 9,9２4 千円 4２7.6％
支出 １１,０4３ 千円 １8２.０％

農業集落
排水事業

収益的収入と支出
（営業するための収益と費用）

収入 94,５74 千円 ３.３％
支出 94,５74 千円 ３.３％

資本的収入と支出
（施設整備などの資本と費用）

収入 7２,５３５ 千円 １49.３％
支出 9２,２8２ 千円 ２０５.３％
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令和８年度一般会計

　拡充や新規となった事業を
中心に紹介します。

（単位：千円）

議会の運営に（議会費）

議会活性化事業 模擬議会、少年議会、モニター制度を行うための費用 144

行政の運営・まちづくりに（総務費）

拡充 移住・定住促進事業 補助上限を新築 200 万円、中古住宅 150 万円に拡充 35,045

新規 おためし地域おこし協力隊事業 地域おこし協力隊の活動を事前体験する機会を設け、
新規隊員の募集を図る 1,000

デジタル変革推進費 庁舎ネットワークの強化のほか AI ツール、音声の文
字おこしなどを導入するための費用 24,009

地域未来交付金事業
国の地域未来交付金事業を活用し、虹ヶ丘公園の整備や
プロモーションビデオ制作、クロスカルチャープラザの
整備などに係る費用

45,200

新規 地域未来交付金事業（デジタル実装）国の地域未来交付金事業を活用し、小中学校図書室連携
システム導入に係る費用 3,985

福祉に（民生費）

高齢者世帯等エアコン購入費助成事業 高齢者・生活保護世帯に設置費用の一部を助成
（上限５万円の助成金） 500

拡充 社会福祉協議会育成事業 体制強化（一般職６名体制）に係る費用 28,306

拡充 高年齢者就業機会確保事業費補助金 シルバー人材センターへの補助金の増額 3,000

健康づくり・きれいな町に（衛生費）

拡充 妊産婦健康診査事業 妊産婦健診通院交通費を助成、里帰り分娩補助金に係
る費用 3,148

拡充 出産・子育て応援事業 マタニティジェラート贈呈事業などの拡充 504

主要な事業を紹介します
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農林業・商工業の振興に（農林業水産事業費＋商工費）

拡充 農業経営基盤強化促進対策事業 農業担い手経営確立支援、元気な新規就農者支援事
業などに係る費用 17,185

新事業チャレンジ支援助成事業
※地域未来交付金事業にて実施

新製品開発や新分野への進出に取り組む中小事業者
等の新事業へのチャレンジに対する助成金 （5,400）

学校・生涯学習・スポーツに（教育費）

新規 子どもスキルアップ支援事業 学校外活動における習い事などを支援 5,712  

新規 中学校施設整備事業費 特別教室空調整備工事に係る費用 14,702

地域未来塾（公営塾）事業業務委託 町内中学生に塾形式での数学授業を実施する 1,517

部活動地域移行コーディネーター配置事業 部活動地域移行コーディネーターを配置するための
費用 3,267

道路・住宅・除雪に（土木費）

新規 流雪溝揚水ポンプ更新事業 流雪溝のポンプ更新に係る費用 38,580

最上川流域治水対策関連事業 新大橋歩行者空間設置検討に係る費用 1,991

新規 治水事業に係る移転支援事業 治水事業に係る宅地分譲地等の整備に係る費用 31,634

大石田・横山地区かわまちづくり事業 新大石田大橋周辺整備基本計画検討等に係る費用 9,458

新規 町営庚申町アパート改修事業 町営アパートの改修工事に係る費用 25,501

安全な町に（消防費）

新規 災害対策事業 災害対応非常用電源供給車両購入など 27,494
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　２月１5日（日）に生涯学習自主企画事業「みんなでモッシェ
盛り上げコンサート2026」が、虹のプラザ「なないろホール」
で開催されました。今年は、白崎映美さん、小柴大造さん、
若草 恵さんのほか、ゲストとして、朝倉さやさん、工藤
綾乃さん、叶高＆叶ありさ（サーカス）さんがコンサート
を大いに盛り上げてくださいました。

自主企画事業
みんなでモッシェおーいしだ
盛り上げコンサート2026
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氏名（学校名） 種目 大会名

大石田野球クラブ 軟式野球 キャッチボールクラシック2025全国大会

星川　琳太朗 男子クラシカル2.5㎞
男子フリー2.5㎞ 2026全日本小学生選抜スキー大会（クロスカントリー種目）

佐竹　澄海 男子クラシカル2.5㎞
男子フリー2.5㎞ 2026全日本小学生選抜スキー大会（クロスカントリー種目）

小關　大雅 男子クラシカル2.5㎞
男子フリー2.5㎞ 2026全日本小学生選抜スキー大会（クロスカントリー種目）

佐藤　悠 男子クラシカル2.5㎞
男子フリー2.5㎞ 2026全日本小学生選抜スキー大会（クロスカントリー種目）

青木　舞 女子クラシカル2.5㎞
女子フリー2.5㎞ 2026全日本小学生選抜スキー大会（クロスカントリー種目）

今田　結愛 女子クラシカル2.5㎞
女子フリー2.5㎞ 2026全日本小学生選抜スキー大会（クロスカントリー種目）

須藤　亮 硬式野球 第49回全日本クラブ野球選手権第二次予選東北大会

笹　大夏 硬式野球 第31回JABA東北地区連盟会長旗争奪野球大会

齋藤　蓮 硬式野球 第31回JABA東北地区連盟会長旗争奪野球大会

大 中 で 立 志 式 を 開 催
２年生が将来の夢や目標を語る

数 え年で１５歳を祝う元服にちなんだ立志式が、２
月２４日（火）に大石田中体育館で行われ、２年生

33人が参加しました。同校では、生徒の自立心を育む
ため毎年立志式を開催しています。立志式は２部構成
で行われ、最初に、生徒による決意表明が行われまし
た。安達卓子校長が「それぞれが言葉に込めた想いを
大事にしてほしい」とあいさつすると、生徒はそれぞ
れ「何事にも挑戦していきたい」、「優しい人になりた
い」など、今後の生き方や将来の夢を発表しました。
　第２部では、町内出身のパラ水泳選手の齋藤元希さ
ん（株式会社スタイル・エッジ）を招いた講話が行われ
ました。
　講話は、「自分の人生を作る」というテーマで行われ、自身の経験を通して感じた「失敗を恐れずに挑戦
すること」や「ふるさとを大切にすること」の大切さなどについて、優しく生徒たちに語りかけていました。

ニュース玉手箱

１ 団 体 ９ 人 の 選 手 に
ス ポ ー ツ 激 励 金 を 交 付
ス ポーツ大会出場激励金の交付式が、２月２７日

(金)に役場「応接室」で行われました。
　今回は、東北大会や全国大会に出場された１団体
９人の選手に激励金が交付されました。
　大変おめでとうございます。
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ニュース玉手箱
あたたかい福祉のまちづくり
いきいき大石田福祉のつどい
い きいき大石田福祉のつどいが２月２２日（日）に虹のプ

ラザ「なないろホール」で行われました。
　開会行事では大石田南小学校の児童による大黒舞と大石
田町民謡研究会の芳賀清さんによる最上川舟唄が披露され
ました。
　その後、老人クラブ活動に尽力された方々への町社会福
祉協議会会長表彰が行われ老人クラブや個人などが表彰を
受けました。
　また、虹のプラザの施設内では、手芸作品や絵画、竹細
工などの作品のバザーなどのほか、保健師による健康測定
コーナーや、食生活改善推進員連絡協議会が北村山高校の
生徒と考案したフレイルを予防するメニューの提供も行わ
れ、会場は多くの人で賑わっていました。

初 め て の お 買 い 物
園児がカクイチ商店で体験

そば街道振興会が水明苑を訪問
利用者とそば打ちで交流

カ クイチ商店の協力により、大石田保育園の
園児が、２月２６日（木）に初めての買い物体

験を行いました。
　この日は、翌日に作るカレーの具材を自ら買う
ために、それぞれ、目標の具材を探してお店の中
を散策しました。
　園児たちは、お目当ての食材を見つけると、「あっ
た！」と嬉しそうにカゴの中に入れて、お会計を
していました。

そ ば店１２店舗で組織する大石田そば街道振興
会（芳賀清会長）の会員が２月２６日（木）に水

明苑を訪れ、利用者と職員に打ちたて茹でたての
そばを振る舞いました。
　これは、同会がおいしいそばを味わってもらお
うと、毎年実施しているものです。この日は、そ
ば打ち体験も行われ、利用者は、「こね、のし、
きり」の工程に挑戦しました。
　最後に、茹でたてのそばが振る舞われ、利用者
はおいしい大石田そばに舌鼓を打っていました。
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お は なしと音楽で育む心
親 と 子 の つ ど い
親 子が一緒に楽しむ親と子のつどいが３月３日

（火）に虹のプラザ「なないろホール」で開催され
ました。
　これは、小学校入学前に子どもや親同士が交流を深
め、学校生活を充実させてもらおうと毎年行われてい
るもので、２７組の親子５４人が集まり、大型紙芝居や音
楽を使ったゲームを楽しんだり、人形劇を鑑賞したり
しました。
　このうち、音楽や歌のリズムにあわせて親子で手を
合わせるゲームでは、子どもたちの賑やかな笑い声が
会場に響いていました。参加した保護者は「親子で一
緒に楽しめることがきて、子どもたちもとても楽しそ
うにしていました。」などと話していました。

ス マ ホ を 使 え る よ う に
無料のスマホ教室を開催

東 北 学 院 大 学 に よ る
除 雪 ボ ラ ン テ ィ ア

ス マートフォンを持っているけれど、使い方
が分からない、もっと便利に使いたいなど

の悩みを解決するため、町主催で無料のスマホ教
室が虹のプラザ「小会議室」で開催されました。
　これは、ドコモショップ村山店の協力で実施さ
れたもので、今年は１～２月の毎週木曜日に開催
されました。
　受講者は、自身のスマホを使い、カメラの使い
方等の入門編、オンライン手続きの基本編、ＳＮ
Ｓ利用の活用編など、徐々にスマホの使い方を学
んでいました。参加者は、「すべてに参加したが、
自分で情報を取れるようになった。特にAIの便
利さに驚いた。」と話していました。

東 北学院大学などの学生3４名による除雪ボラ
ンティアが２月１２日（木）に町内一円で行わ

れました。前半は、雪かきの前の体操を行い、そ
の後、国土交通省克雪体制づくりアドバイザーの
二藤部久三さんによる雪かき講習が行われ、後半
では、地区へ出向き、ひとり暮らし世帯などの除
雪にあたり、雪の重さに苦戦しながらも汗を流し
ていました。
　参加した柿谷敦月さんは、「雪が多いところの
出身で、雪の大変さを知っていたので、除雪ボ
ランティアに参加して良かった。」と話してくれ
ました。

ニュース玉手箱
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小学校統合に向けて

２7vol.

町
長
コ
ラ
ム

「
次
世
代
へ
虹
を
か
け
る
」

「
次
世
代
へ
虹
を
か
け
る
」

　皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
！
最
大
積
雪
が

1
9
0
セ
ン
チ
を
記
録
し
た
今
冬
で
す
が
、

雪
も
と
け
、
周
辺
の
木
々
の
芽
も
膨
ら
み

始
め
、
本
格
的
な
春
の
到
来
を
待
ち
望
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　さ
て
、
最
近「
A
I
」と
い
う
言
葉
を
聞

く
こ
と
が
増
え
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

「
A
I
っ
て
何
？
」
と
感
じ
て
い
る
方
も

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　A
I
と
は
、「
人
工
知
能
」の
こ
と
で
、

人
の
考
え
方
や
判
断
に
近
い
働
き
を
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
行
う
技
術
の
こ
と
で
す
。

質
問
に
答
え
た
り
、
情
報
を
整
理
し
た
り

と
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
や
仕
事
を
支
え
る

存
在
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
身
近

に
な
っ
て
い
く
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　以
前
、
現
外
務
大
臣
の
茂
木
さ
ん
が
要

職
に
就
か
れ
て
な
い
時
期
、
来
県
さ
れ
小

中
高
生
を
対
象
に
し
た
特
別
講
義
が
開
か

れ
ま
し
た
。
私
も
子
ど
も
と
一
緒
に
そ
の

講
義
を
聞
い
た
際
に
、「
こ
れ
か
ら
皆
さ

ん
は
A
I
と
共
に
生
き
て
い
く
。
A
I

は
答
え
を
導
い
て
く
れ
る
が
、
正
し
く
必

要
な
答
え
を
得
る
に
は
、
正
し
い
論
理
と

柔
軟
な
発
想
を
持
ち
、『
質
問
力
』と『
オ
ー

ダ
ー
力
』
を
身
に
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」と
い
う
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　ま
た
、
別
の
機
会
に
3
次
元
仮
想
空
間

「
メ
タ
バ
ー
ス
」研
究
の
第
一
線
で
活
躍
さ

れ
て
い
る
慶
應
義
塾
大
学
の
藤
田
教
授
に

お
会
い
し
た
際
に
も
、「
こ
れ
か
ら
は
、

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
力
そ
の
も
の
よ
り
も
、

A
I
へ
伝
え
る
力
、
つ
ま
り
『
国
語
力
』

が
重
要
に
な
っ
て
く
る
」
と
い
う
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。

　お
二
人
の
お
話
は
、表
現
は
違
っ
て
も
、

伝
え
て
い
る
本
質
は
同
じ
だ
と
思
い
ま

し
た
。

　A
I
が
急
速
に
進
化
し
、
私
た
ち
の

生
活
に
お
い
て
ま
す
ま
す
身
近
に
な
っ
て

く
る
か
ら
こ
そ
、
何
を
知
っ
て
い
る
か
だ

け
で
は
な
く
、
何
を
考
え
、
ど
う
問
い
、

ど
う
伝
え
る
か
と
い
う
力「
国
語
力
」が
こ

れ
ま
で
以
上
に
重
要
に
な
っ
て
く
る
時
代

に
な
る
と
。

　「読
む
こ
と
」「
話
す
こ
と
」「
伝
え
る
こ

と
」「
書
く
こ
と
」
…
、日
本
人
と
し
て「
国

語
力
」
を
子
ど
も
も
大
人
も
大
切
に
し
て

い
き
た
い
で
す
ね
。

大
石
田
町
長

　庄
司

　中

『『
A
I
A
I
と
国
語
力
』

と
国
語
力
』

　大石田町教育委員会では、小・中学校での「コミュ
ニティ・スクール」（学校運営協議会）と、地域と学校
の一体的な活動の推進を図るため、「地域学校協働本部」
の連携のもと、「大石田学園構想」をより一層活性化
させております。
　各学校運営協議会で組織される大石田学園運営委
員会では、「故郷大石田町への愛情を育むために私た
ちができること」をテーマに、２月２５日（水）にワーク
ショップ形式での熟議を行いました。
　様々な視点からいただいた意見については、今後
の教育方針策定の際、参考にさせていただきながら、
引き続き、小学校統合事業を推進してまいります。
なお、熟議の内容については、虹のプラザに展示し
ています。
■教育文化課　学校教育グループ
　☎35－2111（内線252）
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まちとしょまちとしょ
〜大石田町立図書館　information〜

■開館時間　午前９時～午後７時（日曜日・祝日は午前９時～午後５時）
■休館日　毎週木曜日（祝日の場合翌日）　《4月の休館日》2日㈭､ ９日㈭､ 1６日㈭､ 2３日㈭､ ３０日㈭

Web OPAC
PC・スマホ版

◆☎35-3877　◆公式ＨＰ　http://niji.town.oishida.yamagata.jp/library
◆�大石田町立図書館蔵書検索システム（WebOPAC）から蔵書の検索や貸出状況、新着情報の確認などができます。
利用者登録をしている方は、貸出中の図書を予約することができます。詳しくは図書館にご確認ください。

今月は、どの 本 を読む？今月は、どの 本 を読む？
『不機嫌を飼いならそう
嫌な気持ちにメンタルをやられない』
（藤野�智哉∥著　主婦の友社）

　怒り、悲しみ、不機嫌といった負の感
情と、ゆるっとした気持ちでつき合える
方法を紹介します。自分主導で生きるヒ
ントが満載。チェックリスト、書き込み
欄、ぬりえあり。

（茨木�のり子∥著　岩波書店）

（今西�乃子∥作、ひろみちいと∥絵　岩崎書店）（まはら�三桃∥著　小学館）

　すがすがしく生きたいと思う心そのままを、
確かな視線と優しい言葉でとらえた、あざや
かな茨木のり子の詩の世界。１9６9年から１9７６
年にかけての作品２0篇を収めた詩集。伊藤比
呂美による解説を加えて文庫化。

　公園に住み、近所の人々が世話をする
「みんなのねこ」ななちゃん。年老いたな
なちゃんは、ある日、公園を出ました。
そして、ねこ好きの「おじさん」と出会い
…。実話を元にした、最後まで輝く命を
見つめたストーリー。

　丸美市立みんなの図書館、通称「まるみ
かん」。創設５0周年を迎えたばかりの「まる
みかん」だったが、ある日突然閉館するこ
とが決定した。小6の研心ら、まるみかん
利用者たちは、閉館を止めるために力を合
わせて声をあげ…。

『自分の感受性くらい』

『ななちゃんは、みんなのねこ』『まるみかん大一番』

新着本から話題の本・おすすめ本を紹介します！

※紹介文は｢TRC�MARC｣より引用しています。すべて町立図書館蔵書。
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あなたのあなたの

文芸欄文芸欄
俳

　句

短

　歌

大石田町地域おこし協力隊コラム大石田町地域おこし協力隊コラム

桃
の
日
や
孫
と
桃
酒
老
夫
婦

山
覚
め
る
遠
の
く
ほ
ど
に
青
深
く

春
雨
に
手
紙
の
宛
名
に
じ
み
を
り

青
天
や
残
雪
を
背
に
立
ち
話

笑え
く
ぼ窪
み
せ
く
る
り
と
廻
る
吊
し
雛

山
肌
の
色
濃
く
な
り
て
春
を
待
つ

殿し
ん
が
りや
務
め
上
げ
た
る
春
の
句
誌

春
め
い
て
冗
談
笑
ふ
る
ぬ
く
き
午
後

青
　
木
　
ミ
サ
女

糸
　
尾
　
　
　
樫

柏
　
倉
　
ヤ
ス
子

伊
　
藤
　
千
　
代

木
　
村
　
満
喜
子

茂

星
　
川
　
紀
一
郎

Ｇ
・
Ｇ

月
曜
は
休
館
日
ば
か
り
辿
り
着
く
日
比
谷
公
園
内
の
タ
リ
ー
ズ

銅
鐸
の
イ
モ
リ
音
な
き
声
に
鳴
く
雪
霏
霏
と
降
る
祈と
し
ご
ひ年

の
夜
を

雪
解
け
の
雨
だ
れ
の
音
き
き
な
が
ら
春
が
近
い
と
心
が
踊
る

除
雪
車
の
遠
き
エ
ン
ジ
ン
音
夜
半
過
ぎ
て
眠
れ
る
町
の
奧
よ
り
響
く

唐
突
に
閨
の
静
寂
か
き
乱
し
の
雪そ

が
き囲

の
雪
の
崩
る
る
音
す

音
楽
を
好
み
し
な
れ
ど
楽
器
に
は
触
る
る
余
裕
の
な
く
過
ご
し
来
ぬ

小
　
玉
　
春
　
歌

小
　
関
　
祐
　
子

鈴
　
木
　
智
恵
美

鈴
　
木
　
隆
　
行

伊
　
藤
　
哲
　
夫

海
　
藤
　
忠
　
男

　皆さまこんにちは！�久保田舞です。
　時が過ぎるのは早いもので２0２6年3月をもって大石田町地域おこし協力隊任期満了を迎えます。前回
の寄稿のタイミングをもって最後のご挨拶を想定していたのですが、もう一度機会をいただけましたの
で任期満了月である今月、改めてこの場をお借りして感謝をお伝えしたいと思います。
　私が初めて大石田町に足を踏み入れたのは、２0２２年の秋でした。地方公演などで全国各地へ訪問して
いましたが東北では唯一山形県には行ったことがなく、どきどきして駅を降り立った瞬間は今でも鮮明
に覚えています。当時地域おこし協力隊員であった大橋武司さん（現・虹のプラザ文化芸術プロジェク
ト統括マネージャー）に町案内や地域の皆さんを紹介してもらった際に「とっても風通しの良い�あたたか
い町」と感じました。訪問から数日、私の心は大石田町に寄っていてこれからの生活や活動の希望が不
安を消し、移住を決めました。
　3年間、季節ごとの美しい景色とともに伸び伸びと呼吸をし、関東の生活では成しえない体験をいく

▲こちらから

▲個人Instagram

つも重ねさせていただきました。移住前に取り組んでいた表
現活動についても改めて自身に問い見つめる。そんな時間に
させてくれたのもこの大石田町です。
　任期後については前回の寄稿で少しふれておりましたが「さ
ようなら」ではなく、この3年間の体験を活かしながら更なる
目標を持ち活動を続けたいその想いで現在町内で拠点創りの真っ
最中です。過程や情報は右記の二次元コード先より発信して
いきますのでぜひぜひお見守りいただけますと幸いです。
　ここからまた新しい形で大石田町と関わっていきます。こ
れからの歩みをどうぞ温かく見守っていただけましたら嬉し
いです、そして本当にありがとうございました！
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野菜作りのコツ教わる野菜作りのコツ教わる 統計調査に尽力された２名が統計調査に尽力された２名が
農林水産大臣表彰を受賞されました農林水産大臣表彰を受賞されました

　この度、桐原完司さん（今宿）、星川昌美さん
（駒籠）が農林水産大臣表彰を受賞されました。
　これは、長年統計調査事務にご尽力いただ
き、農林業センサスにおいて、豊富な知識と
経験による精度の高い調査の実施が評価され
受賞されたものです。大変おめでとうござい
ます。

　「春から活かそう！野菜作りのコツとワザ講座」
が２月２８日（土）に虹のプラザ「中会議室」で行わ
れました。
　講師には、町立図書館にも置かれている月刊
誌「現代農業」を発行している一般社団法人農山
漁村文化協会東北支部櫻井歓太郎さんをお迎え
し、参加者はマルチのコツやブロッコリーの栽
培方法など野菜作りのコツを学んでいました。

日曜・休日急患の当番医
診療時間：午前８時３０分～午後５時4月

日 当番医院名 電　話

5日（日） 中 央 診 療 所 （23）2010

12日（日） 伊 藤 ク リ ニ ッ ク （23）3350

19日（日） おくやま内科医院 （24）0980

26日（日） 尾 花 沢 病 院 （23）3637

29日（水） さかえクリニック （53）8181

家族の健康管理に気をつけて

（3月10日現在）

※（　）は前年比

（令和8年１月１日～3月1０日）
大石田町の交通事故発生状況

●発生件数　２件　　（＋１件）
●負傷者数　２人　　（＋１人）
●死亡者数　０人　　（±０人） 毎月１日は「大石田町民交通安全行動の日」

※�都合により日程が変わる場合もありますので、事前に
　お問い合わせください。

日目日目死亡事故ゼロ死亡事故ゼロ

４月の主な行事予定
日 行　事　予　定
2㈭ 大石田保育園入園式/午前１0時/大石田保育園

3㈮ ふたば保育園入園式/午前１0時/ふたば保育園

7㈫ 町内小学校入学式/午前１0時/各小学校
大石田中学校入学式/午後１時30分/大石田中学校

8㈬ 心配ごと相談/午後１時30分～午後4時/社会福祉協議会
行政相談/午後１時30分～午後３時/虹のプラザ

９㈭ 年金相談/午後１時30分～午後３時/役場「１0１会議室」
※新庄年金事務所への事前予約が必要です。☎0233－22－2050

14㈫ 狂犬病予防接種（田沢・横山・豊田・海谷･役場）

今月のポイント
「春の交通安全県民運動」が始まります。
期間：４月６日～15日の10日間
４月１日より16歳以上の自転車の運転者に
よる一定の交通違反に対して、交通反則通
告制度（いわゆる「青切符」）が適用されます。

▲写真は、星川昌美さん

2,0922,092
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※この人数は外国人も含めたものです。

防災放送の内容を
　電話で確認できます

確認ダイヤル：02３７-４８-８４４４

　防災放送が聞き取りにくい、放送内容
を確認したい等のご意見をいただき、町
では防災放送確認ダイヤルサービスを開
始しました。
　このダイヤルは定時（夕方6時のメロ
ディ等）放送を含め、直近の放送から８時
間以内の内容を順次聞くことができます。

右の二次元コードを読み
取って友だちに追加して
ください。

登録方法

大石田町公式LINE

友だち登録を友だち登録を
お願いします！お願いします！

大石田町公式アカウント開設

LINEはじめました

■総務課総務グループ　℡3５-２１１１（内線２１８）

防災情報や各種行政情報を
受け取ることができます。

町の人口 令和8年3月１日現在

世帯数 2,180戸 （－5）

総人口 5,726人 （－10）

男 2,862人 （－7）

女 2,864人 （－3）

(２月中の異動）
出生　0人 転入　3人
死亡　９人 転出　４人

　現在資料館では企画展「大石田町と雛人形と」を開催中です。大石田に残る享保雛や古今雛は、
制作年代や地域はもちろん姿かたちや表情もバリエーションに富んでいますが、その中でも今回
はひと際大きな享保雛をご紹介します。
　展示室正面に鎮座する一対の享保雛は、宝冠や烏帽子も含めると6０㎝にも達する大型の雛人形
です。装束に施された色とりどりの瑞雲や龍、宝珠などの吉祥文様は人形のサイズに比例して見
ごたえがあり、大きいだけにその精緻さが際立ちます。顔の作り込みも端正でゆるみが無く、堂々
とした表情を湛えています。女雛の袖から裾にかけての稜線が特に美しく、打掛の下に重ねた着
物にも錦が用いられて、正に豪華絢爛といった趣です。
　座姿の雛が登場した江戸初期から中期にかけての雛人形は小ぶりで、衣装も素朴なものでした。
しかし元禄時代頃になると、経済力をつけた町人たちの間でより大きく豪華なものが流行するよ
うになっていきます。幕府は江戸時代を通じて度々倹約令を出していますが、元禄１7年（１7０4）に
はじめて雛人形がその対象になり、さらに享保６年（１7２１）には八寸（２4㎝）を超える大きさや、高
価な生地を使った人形の販売を禁止しました。常識的に考えれば、このお触れ以降は八寸以上の
雛人形は作られなかったことになります。しかし実際は一尺を超える大きさで、金襴緞子・紅花
染めの生地を用いるなど贅を凝らした人形が数多く残っていることから、当時はより多くの「禁
制品」が出回っていたと考えられます。
　実は享保６年の奢侈禁止令以降、享保２０年（１7３５）、宝暦9年（１7５9）、寛政元年（１789）にも同じ
内容の禁令が発せられています。お触れが出されれば一時的に守られるものの、時が経てば大き
く華美な人形が復権し、再び（再三）禁じる、の繰り返しだったのでしょう。特に寛政の改革で行
われた取り締まりは苛烈で、多くの雛問屋が摘発された記録が残っています。しかしそもそも対
象となる人形を製造・販売しなければこのような記録は残らないはずで、どれほど禁令が厳しい
ものであっても豪華な雛人形が売買され
続けたことを裏付けています。またそれ
は豪華で煌びやかな雛人形への羨望や憧
れの強さを表しているともいえるでしょう。
　今回ご紹介している享保雛も、雛人形
に対する願望を具現化したような逸品で
あり、規制をかいくぐって大石田までも
たらされた貴重な雛人形です。中でも二
尺にも及ぶ大きさのものは珍しく、この
機会に是非ご覧いただきたいと思います。

おおいしだものがたりおおいしだものがたり別冊

新町発足70周年記念企画展「大石田町と雛人形と」は４月3日（金）まで
資料館内聴禽書屋にて3月29日（日）は和琴演奏会、

４月3日（金）は抹茶席が開催されます

〜資料館資料編〜〜資料館資料編〜 ■ 「大石田町と雛人形と」より

1616広報おおいしだ広報おおいしだ 8.38.3


